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第 57 回シニアクラブ三島芸能祭

　ステージでは、シニアクラブ三島会員の皆さんが、
懐かしい歌の合唱や、フラダンス・日本舞踊といった
踊り、マジックや詩吟、ギター演奏など、盛りだくさ
んの発表を行いました。中には 90 歳以上で活躍する
方の参加もあり、舞台の後には花束が贈られました。

≪市民文化会館≫

８月26日㈮

　富士精工株式会社様より、避難所用の防災資機材とし
て、インバーター発電機５台とＬＥＤ投光器 10 台が寄
贈されました。兼子代表取締役社長は「お世話になって
いる三島市のために寄贈させていただきました。」と述
べられました。今回の寄贈は、富士精工株式会社様の設
立 50 周年記念にあわせて実施されたものです。

≪市長応接室≫

８月26日㈮

富士精工株式会社様より防災資機材の寄贈

市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー 三島市　市民活動団体応援

このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催するイベント
や会員募集を紹介するものです。掲載申込みの詳細は、市HPをご覧ください。
※掲載の申込方法が「電子申請」に変更になりました。
問広報情報課☎983・2620

武蔵をうならせた兵法、杖道！

杖道は杖と木刀により形稽古を行う古武

道です。剣道連盟に所属しているので、

段位を取ることもできます。見学体験を

お待ちしています。時毎週▶土曜日午前

９時～正午▶日曜日午後５時 30 分～７時

30 分場西小学校、市民体育館費▶中学生

以下：月 300 円▶高校生：月 500 円▶大人：

月 1,000 円申・問山形☎ 972・5670

第 51 回イーゼル会絵画展・会員募集

■絵画展：時10 月 26 日㈬～ 29日㈯午前 10

時～午後５時（29日は午後４時まで）場生

涯学習センター内静物画風景画などを画

材にした油絵、アクリルなど会員の作品

を展示します費無料■会員募集：対水彩画・

油絵・アクリルなどに興味のある人講湯浅

猛さん申・問イーゼル会・秋山☎988・2565

日帰り整膚体験しませんか

整膚とは、自身の指で皮膚をつまんで健康

になる万人の手技時① 10 月８日㈯②９日㈰

③ 10 日（月・祝）各午後１時 30 ～３時場▶①

②県総合健康センター３階・第２研修室▶

③長泉ベルフォーレ２階・第３会議室（駿東

郡長泉町下土狩821・１）内▶映画「整膚」の上

演▶ワンポイント整膚体験▶費各 1,000 円
問整膚の会・髙野☎090・6330・4101

日本大学国際関係学部 
エクステンション講座

時①10 月 29 日㈯、11 月３日（木・祝）、23 日

（水・祝）② 11 月５日㈯、12 日㈯、12 月 10 日

㈯③ 11 月 30 日㈬、12 月７日㈬、14 日㈬場日

本大学国際関係学部（文教町２・31・145）内①

親子で英語を使いホリデイイベントを楽し

もう② SDGs ～持続可能で健康的な食事っ

て？③ストレスとつき合うために費各講座

1,500 円申・問各１週間前までに日本大学国

際関係学部研究事務課☎ 980・0808※詳細

は国際関係学部HP・エクステンション講座

※新型コロナウイルス感染症の
拡大防止を図るため、掲載し
た事業を中止・延期または内
容変更する場合があります。

◀詳細は
　こちら

12 月１日号への掲載の申込みは、
10 月 ２5 日㈫までに電子申請
（電子申請がご利用いただけない場合は、
申込用紙を広報情報課 ℻ 983・2719）

◀電子申請
　はこちら

※申込方法が「電子申請」になりました。
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私
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
、
朝
か
ら
一
生
け
ん
命
働
い
て
、
皆
が

お
い
し
く
安
全
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
お

米
や
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
作
っ
た
最
高
の
サ
ツ

マ
イ
モ
で
作
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
イ
モ
天

は
、
何
個
食
べ
て
も
あ
き
な
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し
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で
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好
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。
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広
報
み
し
ま
９
月
１
日
号
、「
勘か

ん

兵べ

え衛
が
見
た
山
中
城
（
一
）」
の
続

き
で
、
城
の
端は

た
ま
で
侵
入
し
た
後
の

記
述
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
障し

ょ
う
じ
ぼ
り

子
堀
を
ご
覧
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

西
ノ
丸
と
西に

し

櫓や
ぐ
らの
中
間
と
そ
の
周

囲
に
は
、
連
続
し
た
区
画
の
施
さ
れ

た
横
堀
が
あ
り
ま
す
。
戦
国
末
期
の

最
先
端
の
技
術
で
造
ら
れ
た
弓
や
槍

に
対
応
し
た
障
子
堀
で
し
た
が
、
当

時
戦
力
の
中
心
は
す
で
に
火
縄
銃
の

鉄
砲
戦
に
移
行
し
て
い
ま
し
た
。

　

西
櫓
の
「
角か

く
う
ま馬

出だ

し
」
は
、
城
か

ら
敵
を
迎
え
撃
つ
た
め
の
騎
馬
を
た

め
て
い
た
場
所
に
な
り
ま
す
が
、
そ

の
広
さ
を
せ
ま
く
し
て
、
堀
の
区
画

を
二
重
に
広
げ
ま
し
た
。そ
し
て
橋

も
橋
脚
台
も
取
り
除
い
て
、
西
櫓
を

含
め
て
堀
幅
に
加
え
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
鉄
砲
戦
に
備
え
、西
ノ
丸
を

最
前
線
と
し
て
迎
え
撃
つ
体
制
を
整

え
て
い
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

�
勘
兵
衛
が
見
た
山
中
城
（
二
）

　

こ
の
最
先
端
の
技
術
を
南
櫓
（
勘

兵
衛
の
言
う
出
丸
）
に
応
用
し
な
い

訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。
勘
兵
衛
が
到
着

し
た
城
の
端
は
、角
馬
出
し
の
カ
ー
ブ

部
分
で
、つ
ま
り
旧
国
道
１
号
カ
ー
ブ

（
図
中
①
）の
下
に
は
障
子
堀
が
埋
ま

っ
て
い
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
勘
兵
衛
が
端
に
到
着
す
る

ま
で
に
見
た
も
の
は
、
幅
三
十
間
の

出
丸
の「
ど
い
」（
土つ

ち
か
べ壁

）と
虎こ

口ぐ
ち（

入

口
）へ
通
じ
る「
横
が
け
の
足
場
」（
橋

の
橋

き
ょ
う
き
ゃ
く
脚
）、
そ
し
て
、
岱
崎
出
丸
の

堀
下
に
い
た
北
条
方
の
何
も
し
な
い

守
備
兵
で
す
。
ま
た「
あ
げ
し
ほ
り
」

（
引ひ

き
揚あ

げ
戸ど

）
ま
で
は
「
無
透
間
」

（
す
き
ま
な
し
）と
い
っ
て
い
ま
す
の

で
、兵
に
よ
る
守
備
で
は
な
く
、障
害

物
に
よ
る
防
御
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。北
条
方
の
守
備
兵
の
不
足

を
物
語
る
記
述
で
す
。つ
ま
り
、築
城

途
中
の
岱た

い
さ
き崎
出
丸（
岱
崎
城
）は
わ
ず

か
な
兵
を
残
し
て
す
で
に
撤て

っ
た
い退（
放

棄
）し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

勘
兵
衛
は
、次
に
「
あ
げ
し
ほ
り
」

ま
で
進
入
し
、
南
櫓
と
三
ノ
丸
の
二

方
向
か
ら
鉄
砲
に
よ
る
狙ね

ら

い
撃う

ち
を

受
け
て
一い

っ
と
き刻

（
二
時
間
余
り
）
足
止

め
を
さ
れ
ま
す
。　
　
　

（
次
回
は
12
月
１
日
号
）

※�

本
文
章
は
正
式
報
告
と
は
異
な
り
、

現
時
点
で
は
案
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

郷土資料館（楽寿園内）☎ 971・8228

No.412

▲西櫓「角馬出し」と南櫓の旧国道 1 号

▲出丸～二の丸鳥
ちょうかん

瞰図
ず

郷土資料館では、企画展「古代伊豆国－国府と国分寺－」を開催予定
（10 月 15 日から）
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